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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ビ
ッ
ク
リ
マ
ン
２
０
０
０
外
伝

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
６
５
０
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
法
色
明

【
あ
ら
す
じ
】

　
三
流
ヘ
ッ
ド
対
聖
魔
１
２
隊
玖
番
隊
長
・
副
隊
長
の
対
決
で
す
。

ゴ
ド
ブ
レ
ス
達
の
プ
ラ
イ
ド
が
硝
子
の
よ
う
に
砕
け
散
る
爽
快
感
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
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三
流
ヘ
ッ
ド
の
敗
北
。
（
前
書
き
）

三
流
ヘ
ッ
ド
に
は
厳
し
す
ぎ
る
現
実
が
待
っ
て
い
た
。
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三
流
ヘ
ッ
ド
の
敗
北
。

三
流
ヘ
ッ
ド
の
ゴ
ド
ブ
レ
ス
・
プ
ロ
フ
ェ
ー
ド
に
言
い
渡
さ
れ
た
言
葉
は
、
「

ヘ
ッ
ド
か
ら
降
格
」
と
い
う
最
後
通
牒
だ
っ
た
。

残
留
試
験
は
揃
っ
て
不
合
格
の
絶
体
絶
命
な
状
態
。
此
の
侭
で
は
ヘ
ッ
ド
残
留

も
危
う
い
状
況
で
あ
り
、

奴
ら
の
所
属
軍
「
新
天
聖
軍
（
２
８
人
の
軍
隊
）
」
も
潰
滅
寸
前
。

す
る
と
、
ス
ー
パ
ー
ゼ
ウ
ス
は
「
２
時
間
後
の
実
技
試
験
で
、
勝
て
た
ら
残
留

を
認
め
よ
う
。
」
と
謂
っ
た
が
、

相
手
は
バ
カ
ラ
棟
梁
が
新
天
聖
軍
対
策
に
組
織
し
た
「
聖
魔
１
２
隊
」
の
玖
番

隊
長
の
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
」
と
副
隊
長
の
「
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
」
だ
っ
た
。
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三
流
ヘ
ッ
ド
の
敗
北
。
（
後
書
き
）

完
全
に
、
ビ
ッ
ク
リ
マ
ン
２
０
０
０
の
集
中
豪
無
篇
を
完
全
破
壊
し
て
作
っ
た

小
説
で
す
。
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キ
ャ
ラ
紹
介
（
前
書
き
）

キ
ャ
ラ
の
大
体
の
紹
介
で
す
。
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キ
ャ
ラ
紹
介

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝

聖
魔
１
２
隊
の
玖
番
隊
長
に
就
任
し
た
テ
ニ
ス
天
使
。
頭
脳
明
晰
で
プ
リ
キ
ュ

ア
好
き
な
天
使
。
必
殺
技
に
は
プ
リ
キ
ュ
ア
シ
リ
ー
ズ
関
連
が
多
い
。

声
優
は
「
伊
藤
静
」

Ａ
球
サ
ー
ビ
ス

聖
魔
１
２
隊
の
玖
番
副
隊
長
に
就
任
し
た
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
の
聖
守
。

サ
ポ
ー
タ
ー

顔
が
え
な
り
か
ず
き
に
似
て
る
の
か
、
声
も
「
え
な
り
か
ず
き
」
で
あ
る
。
天

使
・
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
と
の
相
性
は
抜
群
に
良
い
。

必
殺
技
は
、
『
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
』
を
取
り
入
れ
た
技
を
使
う
。

聖
祝
宰
ゴ
ド
ブ
レ
ス

三
流
天
使
ヘ
ッ
ド
で
、
「
新
天
聖
軍
」
の
隊
長
。

顔
面
は
セ
ン
タ
ー
寄
り
で
不
細
工
、
地
図
音
痴
、
バ
カ
と
三
拍
子
揃
っ
た
ダ
メ

人
間
。

声
は
「
ａ
ｋ
ｂ
の
前
田
敦
子
」
。

剛
昇
プ
ロ
フ
ェ
ー
ド

三
流
聖
守
ヘ
ッ
ド
で
、
「
新
天
聖
軍
」
の
副
隊
長
。

バ
カ
で
臆
病
者
で
、
ヘ
タ
レ
で
、
人
間
性
が
な
い
薄
っ
ぺ
ら
最
低
人
間
。

声
は
「
世
界
の
ヘ
イ
ポ
ー
」
。
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キ
ャ
ラ
紹
介
（
後
書
き
）

ビ
ッ
ク
リ
マ
ン
２
０
０
０
の
集
中
豪
無
篇
の
設
定
を
完
全
破
壊
し
て
再
構
築
し

た
お
話
で
す
。

特
に
、
ゴ
ド
ブ
レ
ス
・
プ
ロ
フ
ェ
ー
ド
は
ム
カ
つ
く
賊
な
の
で
、
最
弱
キ
ャ
ラ

に
し
ま
し
た
。
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三
流
ヘ
ッ
ド
落
第
決
定
。
（
前
書
き
）

新
天
聖
軍
が
聖
魔
１
２
隊
に
敗
北
し
た
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

三
流
ヘ
ッ
ド
は
残
留
出
来
る
か
？
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三
流
ヘ
ッ
ド
落
第
決
定
。

時
は
、
２
０
１
１
年
。
１
９
８
５
年
３
月
２
３
日
に
ア
レ
グ
リ
ア
が
隕
石
衝
突

に
よ
り
、
滅
亡
し
て
か
ら
２
６
年
が
過
ぎ
た
。

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
結
局
、
新
天
聖
軍
っ
て
、
ザ
コ
過
ぎ
て
相
手
に
な
ら
な
か

っ
た
わ
ね
。
」

Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
さ
ん
、
そ
も
そ
も
２
８
人
し
か
い
な
い
の
に
、
軍

と
謂
っ
て
る
時
点
で
お
か
し
い
も
の
で
す
よ
。
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
其
れ
も
そ
う
よ
ね
。
非
常
に
弱
い
し
、
軍
の
２
６
人
は
あ

り
得
な
い
ぐ
ら
い
に
痩
せ
細
っ
て
い
て
今
に
も
倒
れ
そ
う
だ
っ
た
わ
ね
。
」

と
、
「
玖
」
の
バ
ッ
ジ
を
胸
に
付
け
た
『
天
使
・
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
』
と
『
聖

守
・
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
』
が
話
し
て
い
た
。

再
西
太
后
「
私
達
、
聖
魔
１
２
隊
の
力
が
無
く
て
も
勝
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

保
護
観
音
「
一
応
、
念
に
は
念
を
お
い
た
方
が
良
い
わ
よ
。
じ
ゃ
な
い
と
、
勝

て
る
試
合
も
勝
て
な
い
わ
。
」

聖
魔
１
２
隊
の
参
番
隊
長
の
「
保
護
観
音
」
と
肆
番
隊
長
の
「
再
西
太
后
」
が

言
う
通
り
、
「
新
天
聖
軍
」
は
非
常
に
弱
か
っ
た
。

聖
魔
１
２
隊
は
悪
魔
ヘ
ッ
ド
に
就
任
し
た
「
バ
カ
ラ
棟
梁
」
が
妻
「
聖
母
ダ
ン

デ
ィ
ー
ラ
ー
」
と
共
に
組
織
し
た
軍
で
あ
る
。

来
た
る
「
新
天
聖
軍
」
に
備
え
、
天
使
や
悪
魔
か
ら
１
２
人
の
隊
長
、
聖
守
や

サ
ポ
ー
タ
ー

魔
守
か
ら
副
隊
長
を
選
び
聖
魔
和
合
界
を
護
る
義
勇
軍
で
あ
る
。

フ
ー
リ
ガ
ン
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ピ
ン
ゾ
ロ
イ
ド
２
号
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
さ
ん
、
お
疲
れ
だ
ゾ
ロ
。
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
お
疲
れ
も
何
も
、
あ
ん
な
弱
過
ぎ
る
奴
ら
な
ん
か
戦
っ
て

勝
っ
て
も
意
味
な
い
わ
。
」

ピ
ン
ゾ
ロ
イ
ド
２
号
「
其
れ
も
そ
う
ゾ
ロ
ね
。
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
と
話
し
て
る
ロ
ボ
は
、
バ
カ
ラ
棟
梁
の
魔
守
「
ピ
ン
ゾ
ロ
イ

ド
２
号
」
で
あ
る
。

聖
魔
１
２
隊
の
管
理
を
任
さ
れ
て
お
り
、
た
ま
に
ミ
ス
は
す
る
が
、
結
構
頼
り

に
な
る
キ
ャ
ラ
で
あ
る
。

Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
「
と
こ
ろ
で
、
ピ
ン
ゾ
ロ
イ
ド
さ
ん
、
何
か
伝
言
と
か
あ
り
ま

せ
ん
か
ね
？
」

ピ
ン
ゾ
ロ
イ
ド
２
号
「
そ
う
ゾ
ロ
。
バ
カ
ラ
様
か
ら
伝
言
が
あ
っ
た
ゾ
ロ
。
」

ピ
ン
ゾ
ロ
イ
ド
２
号
は
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
と
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
に
伝
言
を
見
せ

た
。

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
何
々
、
此
の
戦
い
は
見
事
我
ら
の
勝
利
で
終
わ
っ
た
。

尚
、
三
流
ヘ
ッ
ド
は
、
残
留
試
験
に
不
合
格
し
た
よ
う
だ
。
・
・
・
・
・
だ
っ

て
ね
。
」

Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
「
此
れ
は
、
最
後
通
牒
で
す
ね
。
」

バ
カ
ラ
棟
梁
は
勝
利
発
言
と
、
敗
北
し
た
奴
ら
の
処
分
を
記
し
た
紙
を
ピ
ン
ゾ

ロ
イ
ド
２
号
に
渡
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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其
の
頃
、
三
流
ヘ
ッ
ド
で
あ
る
、
ゴ
ド
ブ
レ
ス
・
プ
ロ
フ
ェ
ー
ド
は
、
残
留
試

験
不
合
格
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
た
。

グ
リ
ニ
ッ
ジ
神
官
「
残
念
な
が
ら
、
君
達
二
人
を
ヘ
ッ
ド
に
す
る
資
格
は
な
い
。

」テ
ク
ニ
カ
ル
Ｋ
王
「
と
言
う
訳
だ
。
さ
っ
さ
と
諦
め
て
降
格
す
る
ん
だ
な
。
」

厳
し
い
言
葉
を
謂
っ
た
の
は
、
聖
魔
１
２
隊
の
伍
番
隊
長
の
「
テ
ク
ニ
カ
ル
Ｋ

王
」
と
拾
弐
番
隊
長
の
「
グ
リ
ニ
ッ
ジ
神
官
」
だ
っ
た
。

プ
ロ
フ
ェ
ー
ド
「
ワ
ス
ら
が
不
合
格
っ
て
、
何
か
の
間
違
い
だ
よ
ね
？
」

グ
リ
ニ
ッ
ジ
神
官
「
間
違
い
で
は
な
く
、
本
当
の
こ
と
で
あ
り
、
紛
れ
の
無
い

事
実
だ
。
」

ゴ
ド
ブ
レ
ス
「
偶
々
試
験
が
難
し
か
っ
た
だ
け
よ
！
」

テ
ク
ニ
カ
ル
Ｋ
王
「
レ
ベ
ル
は
高
校
入
試
程
度
で
、
普
通
に
勉
強
す
れ
ば
落
ち

な
い
け
ど
、
お
前
ら
は
バ
カ
だ
っ
た
な
。
」

何
度
も
食
い
下
が
ろ
う
と
す
る
三
流
ヘ
ッ
ド
だ
が
、
事
実
を
覆
す
事
は
出
来
な

か
っ
た
。

勿
論
、
聖
魔
１
２
隊
の
捕
虜
に
な
っ
た
新
天
聖
軍
の
処
分
は
想
像
を
絶
す
る
程

厳
し
か
っ
た
。

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
問
題
は
、
普
通
に
勉
強
す
れ
ば
解
け
る
の
に
、
ア
イ
ツ
ら

は
バ
カ
だ
っ
た
わ
ね
。
情
け
な
い
け
ど
、
同
情
出
来
な
い
わ
。
」
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Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
「
将
に
バ
カ
に
つ
け
る
薬
は
な
い
と
同
じ
だ
な
。
」

捕
虜
に
な
っ
た
三
流
ヘ
ッ
ド
の
テ
ス
ト
結
果
は
赤
点
連
発
の
散
々
な
も
の
だ
っ

た
。

其
の
結
果
に
ス
ー
パ
ー
ゼ
ウ
ス
は
、
「
前
代
未
聞
で
空
前
絶
後
の
バ
カ
ヘ
ッ
ド

じ
ゃ
。
ヘ
ッ
ド
の
顔
を
汚
し
た
恥
曝
し
に
は
用
は
な
い
。
」
と
安
易
に
切
り
捨

て
た
。

其
の
処
分
に
ゴ
ド
ブ
レ
ス
・
プ
ロ
フ
ェ
ー
ド
両
人
は
、

「
お
願
い
し
ま
す
、
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
。
」
と
土
下
座
し
て
必
死
に
頼
み
込

ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

ス
ー
パ
ー
ゼ
ウ
ス
「
し
か
し
、
ワ
シ
も
其
処
迄
厳
し
く
は
せ
ん
。
来
た
る
二
ヵ

月
後
の
実
技
試
験
に
勝
て
た
ら
、
ヘ
ッ
ド
残
留
を
認
め
よ
う
。

但
し
、
敗
け
た
ら
、
問
答
無
用
で
降
格
じ
ゃ
。
」

と
、
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
。

し
か
し
、
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
な
ん
て
最
初
か
ら
存
在
せ
ず
、
寧
ろ
、
厳
し
過
ぎ

る
現
実
が
待
っ
て
い
よ
う
と
は
、
三
流
ヘ
ッ
ド
は
未
だ
知
ら
な
か
っ
た
。
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三
流
ヘ
ッ
ド
落
第
決
定
。
（
後
書
き
）

完
全
に
集
中
豪
無
篇
を
破
壊
し
た
内
容
を
執
筆
し
ま
し
た
。

此
れ
か
ら
の
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
」
、
「
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
」
コ
ン
ビ
の
活
躍
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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２
ヶ
月
後
の
対
決
～
明
法
（
あ
か
の
り
）
地
区
の
勝
負
。
（
前
書
き
）

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
・
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
対
三
流
ヘ
ッ
ド
の
対
決
が
つ
い
に
始
ま
る
。

果
た
し
て
、
ど
っ
ち
が
強
い
か
？
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２
ヶ
月
後
の
対
決
～
明
法
（
あ
か
の
り
）
地
区
の
勝
負
。

ス
ー
パ
ー
ゼ
ウ
ス
が
実
技
試
験
の
条
件
を
言
い
渡
し
て
か
ら
２
ヶ
月
が
経
過
し

た
。

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
ス
ー
パ
ー
ゼ
ウ
ス
様
、
何
で
私
達
の
地
域
の
明
法
地
区
を

ゾ
ー
ン

あ
か
の
り

選
択
し
た
の
？
」

ス
ー
パ
ー
ゼ
ウ
ス
「
理
由
は
簡
単
じ
ゃ
。
あ
の
三
流
ヘ
ッ
ド
に
は
決
定
権
は
無

い
の
じ
ゃ
。
其
れ
に
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
ち
ゃ
ん
の
力
を
見
た
い
か
ら
の
ぉ
。
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
其
れ
も
そ
う
よ
ね
。
ア
タ
シ
達
の
所
属
地
域
の
方
が
や
り

ホ
ー
ム
ゾ
ー
ン

易
い
わ
ね
。
」

ス
ー
パ
ー
ゼ
ウ
ス
や
バ
カ
ラ
棟
梁
や
仲
間
達
、
聖
魔
１
２
隊
の
面
々
は
ゴ
ド
ブ

レ
ス
・
プ
ロ
フ
ェ
ー
ド
の
公
開
処
刑
を
見
よ
う
と
『
テ
ニ
ス
ゾ
ー
ン
』
の
明
法

地
区
に
駈
け
付
け
た
。

Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
さ
ん
、
応
援
が
多
い
か
ら
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す

ね
。
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
実
際
の
試
合
も
あ
れ
だ
け
入
れ
ば
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
る
わ
ね
。

さ
ぁ
、
ア
タ
シ
達
の
二
人
戦
術
を
見
せ
て
あ
げ
る
わ
よ
！
」

ダ
ブ
ル
ス

Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
「
そ
し
て
、
あ
の
三
流
ヘ
ッ
ド
に
は
生
き
恥
を
晒
し
て
み
せ
ま

し
ょ
う
。
」

と
、
仲
良
し
テ
ニ
ス
天
使
・
聖
守
は
余
裕
を
み
せ
て
い
た
。
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保
護
観
音
「
本
当
に
余
裕
を
こ
い
て
大
丈
夫
か
し
ら
？
私
、
心
配
に
な
っ
て
き

た
わ
。
」

Ｘ
ス
パ
イ
９
１
「
保
護
観
音
殿
、
心
配
は
無
用
で
ご
ざ
る
よ
。
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
殿
は

明
る
い
性
格
だ
が
、
力
は
悪
魔
ヘ
ッ
ド
を
倒
せ
る
実
力
は
あ
る
。
」

拾
番
隊
長
の
「
Ｘ
ス
パ
イ
９
１
」
は
本
気
に
な
っ
た
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
の
実
力

を
知
っ
て
い
た
。

明
石
御
前
「
其
れ
に
、
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
さ
ん
と
の
仲
は
最
高
に
な
っ
て
ま
す
よ
。

」拾
弐
番
副
隊
長
の
「
明
石
御
前
」
も
ま
た
、
最
高
の
二
人
戦
術
に
期
待
を
寄
せ

て
い
た
。

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
と
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
は
二
人
戦
術
の
準
備
を
着
々
と
続
け
る
中
、

三
流
ヘ
ッ
ド
は
完
全
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
。

プ
ロ
フ
ェ
ー
ド
「
ア
イ
ツ
ら
、
本
当
に
ワ
ス
ら
よ
り
、
強
い
だ
す
よ
。
勝
ち
目

は
ね
ぇ
よ
。
」

ゴ
ド
ブ
レ
ス
「
此
の
侭
で
は
、
勝
て
な
い
わ
ね
。
其
処
で
秘
策
を
用
意
し
た
の
。

強
力
融
合
薬
よ
。
」

強
力
融
合
薬
は
、
使
用
禁
止
薬
品
に
指
定
さ
れ
る
「
硫
酸
悪
襟
怨
」
を
使
う
二

人
を
一
人
に
す
る
薬
で
あ
る
。

し
か
し
、
其
れ
に
は
恐
ろ
し
い
副
作
用
が
あ
る
と
は
、
知
る
由
も
な
い
三
流
ヘ

ッ
ド
だ
っ
た
。
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し
か
し
、
注
意
書
も
読
め
な
い
三
流
ヘ
ッ
ド
は
融
合
薬
を
飲
ん
だ
。

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
と
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
は
約
束
の
時
間
に
な
っ
て
も
三
流
ヘ
ッ
ド

が
現
れ
な
い
事
に
困
り
果
て
て
い
た
。

Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
「
し
っ
か
し
、
１
５
分
経
っ
て
も
来
ま
せ
ん
ね
。
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
遅
い
わ
ね
！
何
時
迄
待
た
せ
る
つ
も
り
な
の
～
！

其
れ
と
も
、
臆
病
に
な
っ
て
、
一
目
散
に
逃
げ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
の
苛
々
も
限
界
に
達
し
よ
う
と
し
た
時
、
決
闘
場
に
何
か
が

現
れ
た
。

審
判
員
「
君
ね
ぇ
、
１
５
分
も
何
を
し
て
た
ん
だ
？
後
５
分
遅
れ
た
ら
不
戦
敗

に
す
る
ぞ
。
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
ア
ン
タ
ら
、
逃
げ
出
し
た
ん
じ
ゃ
無
か
っ
た
の
？

其
れ
と
も
、
ア
タ
シ
達
の
二
人
戦
術
に
敗
け
る
の
が
怖
く
て
暫
く
怯
え
て
た
ん

で
し
ょ
？
」

ゴ
ド
ブ
ロ
フ
ェ
ー
ド
「
何
だ
と
貴
様
！
我
々
が
臆
病
者
だ
と
嘗
め
や
が
っ
て
！

ワ
ス
の
激
鱗
を
嘗
め
た
罪
は
重
い
ぞ
！
」

融
合
し
た
、
ゴ
ド
ブ
ロ
フ
ェ
ー
ド
の
諺
の
間
違
い
に
一
堂
は
固
ま
っ
た
。

保
護
観
音
「
正
し
く
は
『
逆
鱗
』
よ
。
そ
し
て
、
逆
鱗
は
嘗
め
る
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
『
触
れ
る
』
が
正
し
い
使
い
方
よ
。
」

再
西
太
后
「
全
く
、
諺
も
漢
字
も
間
違
え
る
な
ん
て
、
最
強
バ
カ
ヘ
ッ
ド
ね
。
」
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Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
逆
鱗
に
触
れ
る
と
い
う
諺
も
、
ま
と
も
に
出
来
な
い
ア
ン

タ
ら
に
は
、
ア
タ
シ
と
Ａ
球
に
は
勝
て
な
い
わ
！
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
は
キ
ュ
ア
ホ
ワ
イ
ト
の
ポ
ー
ズ
で
相
手
を
睨
ん
だ
。

バ
カ
ラ
棟
梁
「
流
石
だ
な
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
。
相
手
を
軽
く
い
な
し
て
る
な
。

」Ｘ
ス
パ
イ
９
１
「
寧
ろ
、
弄
ば
れ
て
い
る
の
は
、
あ
の
三
流
ヘ
ッ
ド
し
か
あ
る

ま
い
。
拙
者
に
は
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
殿
が
完
膚
な
き
迄
に
叩
き
の
め
す
し
か
答
え
は
な

い
。
」

い
よ
い
よ
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
・
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
対
三
流
融
合
ヘ
ッ
ド
ゴ
ド
ブ

ロ
フ
ェ
ー
ド
の
対
決
が
始
ま
る
。

審
判
員
「
此
れ
よ
り
実
技
試
験
を
開
始
す
る
。
お
互
い
に
礼
。
始
め
！
」

実
技
試
験
は
、
３
０
分
間
の
対
決
方
式
で
、
時
間
以
内
に
相
手
を
倒
せ
ば
勝
ち

で
あ
る
。

ゴ
ド
ブ
ロ
フ
ェ
ー
ド
「
先
ず
は
、
貴
様
ら
を
殺
す
！
必
殺
、
大
魔
殺
剣
・
耳
厳

斬
！
」

し
か
し
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
と
Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
の
姿
は
其
処
に
は
無
か
っ
た
。

ゴ
ド
ブ
ロ
フ
ェ
ー
ド
「
奴
ら
が
い
な
い
？
一
体
何
処
へ
？
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
ア
タ
シ
達
な
ら
此
処
よ
！
」

な
ん
と
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
達
は
大
魔
殺
剣
の
上
に
乗
っ
て
い
た
。
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ゴ
ド
ブ
ロ
フ
ェ
ー
ド
「
何
時
の
間
に
移
動
し
た
！
？
」

Ａ
球
サ
ー
ビ
ス
「
あ
ま
り
に
も
、
遅
過
ぎ
ま
し
て
、
剣
に
乗
る
の
は
簡
単
で
し

た
。
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
「
遅
過
ぎ
る
か
ら
、
ア
タ
シ
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
テ
レ
ポ
ー
ト
を

使
わ
ず
に
済
ん
だ
わ
。
」

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
達
は
、
相
手
の
攻
撃
を
躱
し
、
剣
に
乗
っ
て
い
た
。

か
わ

此
れ
か
ら
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
サ
ー
帝
達
の
二
人
戦
術
が
炸
裂
す
る
！

ダ
ブ
ル
ス
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２
ヶ
月
後
の
対
決
～
明
法
（
あ
か
の
り
）
地
区
の
勝
負
。
（
後
書
き
）

つ
い
に
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ゴ
ド
ブ
ロ
フ
ェ
ー
ド
は
本
当
に
バ
カ
で
弱

い
な
。

ま
あ
、
私
の
小
説
だ
か
ら
、
別
に
良
い
か
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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